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研究課題名「ヒト化マウスを用いた Epstein-Barr ウイルスの病原性発現機構

解明と新規治療開発に関する研究」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は公的バイオバンクを介して臍帯血を提供した方です。臍帯血は理化学研

究所バイオソースセンターに送付され、移植医療や医学・生物学研究に用いられていま

す。 

 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：Epstein-Barr virus（EBV）は様々なリンパ系の腫瘍性疾患と関連していま

す。EBVはヒトにしか感染しないため、小動物感染モデルが無く、病原性発現機構解明・

治療開発研究に制限がありました。ヒト臍帯血幹細胞を免疫不全マウスに輸注し、ヒト化

マウスを樹立した後に、EBVを感染させるモデル系が確立しています。本研究では、この

ヒト化マウスを用い EBVの病原性発現機構を研究するとともに、様々な既存・新規薬剤の

有効性を検証します。 

 

 

研究方法： 

ヒト臍帯血由来単核細胞を理化学研究所バイオソースセンターより有償で入手します。臍

帯血単核細胞から幹細胞を分離し、免疫不全マウスに投与し、ヒト化マウスを構築します。

ヒト細胞の生着を確認後、EBVを感染させ、リンパ系腫瘍をマウスで再現します。種々な遺

伝子改変ウイルスをヒト化マウスに感染させ、病原性を比較することで、各々のウイルス遺

伝子の機能を明らかにしたり、薬剤を投与しその有効性を調べたりします。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2029 年 8 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

ヒト臍帯血由来単核細胞を理化学研究所バイオソースセンターより有償で入手します。理

化学研究所バイオソースセンターでは、公的臍帯血バンクで採取され、臨床的（移植）に用

いることができないものを保存し、医学発展を目指した基礎研究やトランスレーショナル

研究を行う研究者に提供しています。供給されるヒト臍帯血由来単核細胞は、健常な妊婦よ

り、同意取得の元、出産時の胎盤から採取されたもので、採取後に連結不可能匿名化されて



 

 

 

います。理化学研究所バイオソースセンターが無作為に選んだ匿名ヒト臍帯血由来単核細

胞を入手するため、当施設には選択性はありません。 

 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究責任者：名古屋大学大学院医学系研究科ウイルス学 佐藤好隆 

     〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65 

TEL: 052-744-2450 

FAX: 052-744-2452 

 


